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研究成果の概要（和文）： 本研究は、企業の合理的配慮提供の方法と負担の程度の実態を把握し、企業の費用
を構成する要素を明らかにすることを目的としている。障害者を雇用するために障害者雇用促進法に基づき設立
される特例子会社10社へのインタビュー調査を行った。その結果、精神障害者は「見た目では捉えにくい障害」
であり、再発・再燃だけでなく回復することも含めて「状態が変動する障害」であり、雇用期間を通じて不安定
要因に対する対応が必要であることが明らかになった。
　不安定要因に対する対応について企業の困難度を測るため「行動対応」項目、「雇用管理」項目からなるツー
ルである「ＲＰ：reflection paper」を開発した。

研究成果の概要（英文）：This study is grasp the actual conditions of the method of providing 
reasonable accommodation and the degree of burden of the company, and to clarify the factors that 
constitute the cost of the company.The present study uses an interview survey on 10 special 
subsidiary companies.According to the results of the survey, people with mental disorders are "
disorders that are difficult to recognize visually," and "disorders in which the condition changes,"
 including recovery as well as recurrence.In addition, according to the results of the interview 
survey, it became clear that it is necessary to deal with the instability factors throughout the 
employment period.In order to measure the degree of difficulty for companies to deal with 
instability factors, we have developed "RP: reflection paper" which is a tool consisting of "action 
response" items and "employment management" items.

研究分野： 労務管理

キーワード： 障害者雇用　合理的配慮　精神障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は、障害者雇用における合理的配慮提供の実態を把握し、それを踏まえ発達障害や精神障害者な
ど雇用管理に工夫が必要な労働者への合理的配慮提供方法の構築と合理的配慮を行う企業の費用を把握する目的
で、企業の困難度を測る指標となる「行動対応」項目、「雇用管理」項目で構成されたツールである「ＲＰ：
reflection paper」を開発した。
　障害者の雇用の質の向上に寄与し、先行研究が示した企業の機会費用に配慮する施策を検討するための基礎資
料を提供するとともに、指導が強化されている企業に対する労務管理上の支援策の構築にも資すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の障害者雇用促進法は、一定割合以上の障害者を雇用することを事業主に義務付けた「割

当雇用制度」に基づき、雇用できない事業主から納付金を徴収し、それを財源として障害者を多
数雇用する事業主に対して調整金や報奨金、各種助成金を支給する「障害者雇用納付金制度」の
二本柱からなる。しかし、これまでの経済学研究の知見からは、障害者雇用に際しての企業の機
会費用を「障害者雇用納付金制度」によって吸収しきれてはおらず、企業負担を調整し企業間の
公平性を担保する制度の目的が十分に達成されているとは言い難い。そして、2013（平成 25）
年の法改正による差別禁止・合理的配慮提供義務は、差別禁止法制を採用している米国での研究
から、企業が負担する機会費用への配慮がないと障害者雇用の促進に十分に寄与しない可能性
がある。障害者雇用にかかる機会費用について配慮する方策を検討するためにも企業や障害者
への効果的な就労支援の仕組みを構築するにも“合理的配慮”提供の「方法」と“過重な負担”
でない限りとされている「負担の程度」を個別企業がどのように捉え対応するのか明らかにする
必要がある。 
 そこで、筆者は 2014 年（平成 26）年から、法の施行までに必要な地域での障害者雇用の方法
を議論する中で、企業の人事担当者、支援機関の就業支援員、弁護士と研究者をメンバーとする
「地域における差別禁止・合理的配慮提供プロセスに関する研究会」を立ち上げ、実際の雇用の
場で、改正法の趣旨に合致した合理的配慮提供を検討しながら個別企業の障害者雇用の事例を
蓄積し、分析した結果をもとに合理的配慮提供プロセスの構築と企業が合理的配慮提供を適切
に円滑に行うためのツールの開発を行ってきた。 
この研究の結果から、（１）障害者が必要な合理的配慮を申し出ることで、提供されることにな
っている採用前の合理的配慮提供は、職場や職務の実際の情報が乏しい状況では、障害者から網
羅的に申し出が行われる傾向にあること、（２）インターンシップを行い職場と職務の実際の情
報がある場合は、実際の職務遂行を念頭に効果的な合理的配慮提供の調整がなされること、（３）
インターンシップを行い、障害者、支援者、企業の３者で合理的配慮提供の調整がなされた場合
は、就職後の定着がよいこと、が明らかになっている。これらを踏まえ本研究では、明らかにな
った合理的配慮提供プロセスシートをもとに、より多くの企業で障害種別ごとの事例を収集し、
“合理的配慮”提供の「方法」を明らかにする。さらに、“過重な負担”でない限りとされてい
る「負担の程度」を個別企業がどのように捉え対応しているのか把握する。 
 
２．研究の目的 
本研究は、障害者雇用促進法 2013（平成 25）年改正法により規定された、“合理的配慮”提

供の「方法」と“過重な負担”でない限りとされている「負担の程度」の実態について、企業へ
の調査により明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、企業の合理的配慮提供の方法と負担の程度の実態を把握し、企業の費用を構成する

要素を明らかにすることを目的としている。障害者を雇用するために障害者雇用促進法に基づ
き設立される特例子会社 10 社へのインタビュー調査を行った。（精神障害のある従業員への合
理的配慮に関する調査）得られた結果から発達障害や精神障害者など雇用管理に工夫が必要な
労働者への合理的配慮提供方法の構築と合理的配慮を行う企業の費用を把握するツールを開発
する。 
 
４．研究成果 
（１）インタビュー調査の結果 
 身体障害者は、設備の整備等により費用が明確であり初期のセットアップコストが大きい。 
知的障害者は、初期訓練費用は大きいが雇用が継続するに従い低減する傾向である。精神障害者
については、早期離職が少なくなく、雇用継続のための合理的配慮を検討する必要がある。 
 ①配置 
仕事の量とレベルの調整と現場の管理者による目標とフィードバックにより個別に見極め仕事
の幅を広げる、新しい仕事に挑戦するなどの能力開発が知的障害者、精神障害者、発達障害者に
対し模索されていた。 
②仕事の可視化 
  ①と不可分であり、知的障害者、精神障害者、発達障害者に対して、優先順位の明確化、 
 手順書・指示書による可視化（言語化、図表化、構造化）などが行われていた。 
③管理者のマネジメント力 
  ①に関わり、本人の状況に応じた仕事の量とレベルの調整、肯定的かかわりによる良好なコ
ミュニケーションによるモチベーションの向上について注力されていた。 
④日常の体調管理 
  日常の体調チェックは特に精神障害者では必須と捉えられていた。また厚生労働省の合理
的配慮提供指針に基づき相談窓口の設定（不安を軽減し定着に資する）がなされていた。相談体
制としては、外部委託もあったが、現場を知るＯＢの登用や精神保健福祉士、作業療法士、臨床
心理士などの専門職をともに配置するなど充実させている。精神障害者については、勤務時間や
通院、服薬に関する個別的な調整も行われていた。 



⑤従業員の理解醸成 
  行動特性の把握と配慮して欲しい事項の理解のための研修などを相談窓口に配置した専門
職や外部の支援機関の支援者などからの対応についての事例検討なども行われていた。 
  
  精神障害者は「見た目では捉えにくい障害」であり、再発・再燃だけでなく回復することも
含めて「状態が変動する障害」である。雇用期間を通じて不安定要因に対する対応が必要であり、
この点に雇用管理の困難さがあることがあらためて確認された。 
 
（２）雇用管理ツールの開発 
 インタビュー調査で明らかになった雇用管理の困難さの具体的構成要素とコストを明らかに
するために先行研究で示されている「職場以外の人間関係や生活態度に問題がある場合への対
応」や「対人トラブルを起こしかねない他罰的な傾向がある場合への対応」など 6項目で構成さ
れる「行動対応」因子、「労働時間の変更など本人の障害特性に応じた労働条件の調整」や「通
院や服薬状況を含めた体調の把握」など 8項目で構成される「雇用管理」因子とされた企業の困
難感を測ることができるように設計し、企業の人事担当者、支援機関の就業支援員、弁護士と研
究者から助言を得て「ＲＰ：reflection paper」を開発した。紙幅の関係から一部を提示する。 
 
＜日次入力画面＞ 
 

 
＜日次データ管理画面＞ 
 

 
 
（３）研究の意義 
障害者の雇用の質の向上に寄与し、先行研究が示した企業の機会費用に配慮する施策を検討す
るための基礎資料を提供するとともに、指導が強化されている企業に対する労務管理上の支援
策の構築にも資すると考える。 
 
（４）今後の課題 
 調査企業および支援機関において、実際に運用していく中でデータを蓄積し、その分析により
合理的配慮提供による企業のコストについて分析し、より精度を高めていく必要がある。 
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